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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機台枠に表枠が扉状に開閉可能に取付けられており、その表枠にガラス枠が同じく扉状
に開閉可能に取付けられている遊技機において、前記表枠に装着されており、前記表枠及
び前記ガラス枠の施錠に使用される施錠機構本体と、前記ガラス枠に装着されており、そ
の施錠機構本体の施錠動作を解除可能な錠本体とを備える遊技機の施錠装置であって、
　前記錠本体は、解錠軸と、ガイド部材と、弾性部材とを有しており、
　前記解錠軸は、基準位置にあるときに前記ガラス枠が閉鎖されることで前記施錠機構本
体の受け部と嵌合可能な構成で、前記錠本体がキー操作されると、その基準位置から解錠
方向に移動して前記施錠機構本体の施錠動作を解除可能な構成であり、
　前記ガイド部材は、前記基準位置から解錠方向に移動した前記解錠軸をその基準位置ま
でガイド可能な構成であり、
　前記弾性部材は、前記ガイド部材に対し、そのガイド部材が前記解錠軸を基準位置まで
ガイドするのに必要な弾性力を付与する構成であり、
　前記ガイド部材は、前記解錠軸の外周面に当接可能な第１傾斜面と、その第１傾斜面と
交差するように形成されており、同じく前記解錠軸の外周面に当接可能な第２傾斜面とを
備えており、
　前記ガイド部材が前記解錠軸をガイドする過程で、その解錠軸は第１傾斜面あるいは第
２傾斜面に沿ってその第１傾斜面と第２傾斜面との交差部の方向に移動し、前記解錠軸が
基準位置に到達した段階で、その解錠軸の外周面は前記交差部あるいはその近傍において
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前記第１傾斜面と第２傾斜面とによって半径方向から拘束されることを特徴とする遊技機
の施錠装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、機台枠に表枠が扉状に開閉可能に取付けられており、その表枠にガラス枠が同
じく扉状に開閉可能に取付けられている遊技機において、前記表枠に装着されており、前
記表枠及び前記ガラス枠の施錠に使用される施錠機構本体と、前記ガラス枠に装着されて
おり、その施錠機構本体の施錠解除に使用される錠本体とを備える遊技機の施錠装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
遊技機の一つであるパチンコ機の施錠装置に使用される一般的な錠本体（シリンダ錠）が
特許文献１に記載されている。
前記シリンダ錠は、図１０（Ａ）に示すように、本体部分９２の先端中央から突出した回
転軸９４を備えており、その回転軸９４の先端にカム板９６が固定されている。そして、
前記カム板９６に解錠軸９８が前記回転軸９４と軸心をずらした状態で固定されている。
これによって、前記シリンダ錠９０がキー操作されると、回転軸９４が回転し、解錠軸９
８は所定範囲内を移動するようになる（図１０（Ｂ）参照）。
パチンコ機の中には、前記シリンダ錠９０がガラス枠側に装着されており、そのシリンダ
錠９０によって施錠動作を解除される施錠機構本体１００が表枠側に装着されているもの
がある。
【０００３】
このようなパチンコ機では、キー操作によりシリンダ錠９０の解錠軸９８をそのシリンダ
錠９０の基準位置（図１０（Ｂ）の実線位置）まで移動させた状態で、ガラス枠を閉じる
ことにより、シリンダ錠９０の解錠軸９８を施錠機構本体１００の受け部１０３に嵌め込
めるようになる。そして、ガラス枠あるいは表枠を開くときには、シリンダ錠９０をキー
操作して解錠軸９８により施錠機構本体１００の第１可動錠板１０１を移動させて表枠の
解錠を行ったり、第２可動錠板１０２を移動させてガラス枠の解錠を行えるようにしてい
る。
【０００４】
【特許文献１】
特開平１０－２７７２４２号
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記した構造のシリンダ錠９０では、ガラス枠を閉じる際にキー操作でシリンダ
錠９０の解錠軸９８を基準位置まで移動させる必要がある。このため、ガラス枠を閉じる
際の操作性が良くないという問題がある。
本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、本発明が解決しようとする課題はガラ
ス枠を閉じる際の操作性を向上させることである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記した課題は、各請求項の発明によって解決される。
　請求項１の発明は、機台枠に表枠が扉状に開閉可能に取付けられており、その表枠にガ
ラス枠が同じく扉状に開閉可能に取付けられている遊技機において、前記表枠に装着され
ており、前記表枠及び前記ガラス枠の施錠に使用される施錠機構本体と、前記ガラス枠に
装着されており、その施錠機構本体の施錠動作を解除可能な錠本体とを備える遊技機の施
錠装置であって、前記錠本体は、解錠軸と、ガイド部材と、弾性部材とを有しており、前
記解錠軸は、基準位置にあるときに前記ガラス枠が閉鎖されることで前記施錠機構本体の
受け部と嵌合可能な構成で、前記錠本体がキー操作されると、その基準位置から解錠方向
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に移動して前記施錠機構本体の施錠動作を解除可能な構成であり、前記ガイド部材は、前
記基準位置から解錠方向に移動した前記解錠軸をその基準位置までガイド可能な構成であ
り、前記弾性部材は、前記ガイド部材に対し、そのガイド部材が前記解錠軸を基準位置ま
でガイドするのに必要な弾性力を付与する構成であり、前記ガイド部材は、前記解錠軸の
外周面に当接可能な第１傾斜面と、その第１傾斜面と交差するように形成されており、同
じく前記解錠軸の外周面に当接可能な第２傾斜面とを備えており、前記ガイド部材が前記
解錠軸をガイドする過程で、その解錠軸は第１傾斜面あるいは第２傾斜面に沿ってその第
１傾斜面と第２傾斜面との交差部の方向に移動し、前記解錠軸が基準位置に到達した段階
で、その解錠軸の外周面は前記交差部あるいはその近傍において前記第１傾斜面と第２傾
斜面とによって半径方向から拘束されることを特徴とする。
【０００７】
本発明によると、錠本体の解錠軸は、その錠本体の基準位置にあるときに、ガラス枠が閉
鎖されることで施錠機構本体の受け部と連結可能である。このため、錠本体の解錠軸が基
準位置にないときにガラス枠を閉じようとしても、錠本体の解錠軸を施錠機構本体と連結
させることはできない。
しかし、前記解錠軸はガイド部材及び弾性部材の働きで基準位置に方向に戻る方向の力を
常に受けているため、錠本体がキー操作されていないときは、解錠軸は常に錠本体の基準
位置に位置している。このため、ガラス枠を閉じる際に、従来のようにキー操作により解
錠軸を基準位置まで戻す必要がなくなる。即ち、ガラス枠を閉じるだけで、錠本体の解錠
軸が自動的に施錠機構本体の受け部と嵌合するようになる。したがって、ガラス枠を閉じ
る際の操作性が向上する。
【０００８】
　本発明によると、解錠軸が基準位置にあるときは、その解錠軸が第１傾斜面と第２傾斜
面とによって半径方向から拘束されるため、解錠軸を安定した状態で基準位置に保持して
おくことができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図１から図９に基づいて本発明の実施形態１に係る遊技機の施錠装置の説明を行う
。本実施形態は、遊技機の一つであるパチンコ機に本発明を適用した例であり、図１は施
錠装置の錠本体を表す分解斜視図等、図２はその施錠装置を備えるパチンコ機を前上方か
ら見た分解斜視図、図３は施錠装置の施錠機構本体を主体的に表す分解斜視図である。ま
た、図４は錠本体の解錠軸と施錠機構本体の受け部との嵌合状態を表す模式図である。な
お、パチンコ機の幅方向をＸ方向、前後方向をＹ方向、高さ方向をＺ方向として図示する
。
【００１２】
パチンコ機１０は、図２に示すように、そのパチンコ機１０のケースとなる機台枠１１を
備えており、その機台枠１１に表枠１２が扉状に開閉可能に取付けられている。表枠１２
は、図示されていない遊技盤や制御装置等、パチンコ機の主要部品が取付けられる枠であ
る。表枠１２の表面には、遊技盤を覆うガラス枠２０及び玉受け皿等を有する前板（図示
されていない）が扉状に開閉可能に取付けられている。
表枠１２の回動自由端側の裏面には施錠装置の施錠機構本体３０が縦に取付けられており
、ガラス枠２０の回動自由端側のほぼ中央に施錠機構本体３０の施錠動作を解除する錠本
体５０が取付けられている。
【００１３】
機台枠１１の回動自由端側の縦枠１１ａには、その内側面に機台枠１１の内方に突出する
第１爪受け具７が上下所定位置に止着されている。そして、それらの第１爪受け具７に、
施錠機構本体３０の上下の第１係合爪３２がそれぞれ上側から掛けられようになっている
。このように、上下の第１係合爪３２がそれぞれ第１爪受け具７に掛けられた状態で、表
枠１２の施錠が行われる。
ガラス枠２０の回動自由端側裏面には、そのガラス枠２０の後方に突出する第２爪受け具
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２８が上下所定位置に止着されている。そして、それらの第２爪受け具２８に、施錠機構
本体３０の上下の第２係合爪３４が下側から掛けられるようになっている。このように、
上下の第２係合爪３４がそれぞれ第２爪受け具２８に掛けられた状態で、ガラス枠２０の
施錠が行われる。
【００１４】
施錠機構本体３０は、図２、図３の分解斜視図に示すように、断面略Ｌ字形をした固定基
枠４０と、上下に第１係合爪３２が連結された第１可動錠板４１と、上下に第２係合爪３
４が形成された第２可動錠板４２とを備えている。
固定基枠４０は、施錠機構本体３０を表枠１２の裏面に取付けるとともに第１可動錠板４
１及び第２可動錠板４２を上下スライド可能に支持できるように構成されている。また、
固定基枠４０のほぼ中央部分は他の部分よりも幅広に形成されており、その幅広部分にガ
ラス枠２０の錠本体５０に対応して横Ｕ字形の切欠き４０ｃが形成されている。なお、横
Ｕ字形の切欠き４０ｃに対応する表枠１２の所定部位も切欠かれている。
【００１５】
固定基枠４０の上下所定位置Ｔには、支持金具３５によって第１係合爪３２が上下回動可
能に取付けられており、それら上下の第１係合爪３２が第１可動錠板４１によって連結さ
れている。そして、第１可動錠板４１が固定基枠４０に沿って上限位置から下方にスライ
ドすることにより、上下の第１係合爪３２は施錠位置から解錠方向に上回動する。また、
第１可動錠板４１が下方から上限位置までスライドすることにより、上下の第１係合爪３
２は下回動して施錠位置に戻される。第１可動錠板４１と固定基枠４０との間には第１バ
ネ３６が装着されており、その第１バネ３６が第１可動錠板４１を引き上げる方向に付勢
されている。このため、上下の第１係合爪３２は第１バネ３６の力で施錠位置に保持され
ている。
【００１６】
第１可動錠板４１の中央部には、固定基枠４０の横Ｕ字形の切欠き４０ｃに対応する位置
に受け板４１ｂが設けられており、その受け板４１ｂに錠本体５０の解錠軸５５が通され
る第１開口４１ｈが形成されている。第１開口４１ｈは、図４（Ａ）～（Ｃ）に示すよう
に、右向きのＬ字部４１ｒと、そのＬ字部４１ｒの曲がり部Ｍ１に接続された左下円弧部
４１ｅとから形成されている。即ち、前記曲がり部がＬ字部４１ｒと左下円弧部４１ｅと
の接続部Ｍ１となる。そして、ガラス枠２０が閉じられる際、錠本体５０の基準位置にあ
る解錠軸５５が上限位置にある第１可動錠板４１の第１開口４１ｈの接続部Ｍ１に通され
るように構成されている。したがって、その接続部Ｍ１が本発明の受け部に相当する。
【００１７】
第２可動錠板４２は、第１可動錠板４１と固定基枠４０との間に挟まれた状態で、その固
定基枠４０に沿って上下スライド可能に構成されている。第２可動錠板４２の上下端には
前述の第２係合爪３４が形成されており、それらの第２係合爪３４の先端部が固定基枠４
０の上下所定位置に形成されたスリット４０ｓを通って表枠１２の表面側に突出している
。
第２可動錠板４２が固定基枠４０に沿って上限位置から下方にスライドすると、上下の第
２係合爪３４は施錠位置から解錠方向（下方）に移動する。また、第２可動錠板４２が下
方から上限位置までスライドすると、上下の第２係合爪３４は上動して施錠位置に戻され
る。第２可動錠板４２と固定基枠４０との間には第２バネ３７が装着されており、その第
２バネ３７が第２可動錠板４２を引き上げる方向に付勢されている。このため、上下の第
２係合爪３４は第２バネ３７の力で施錠位置に保持されている。
【００１８】
第２可動錠板４２の中央部には、固定基枠４０の横Ｕ字形の切欠き４０ｃに対応する位置
に受け板４２ｂが設けられており、その受け板４２ｂに錠本体５０の解錠軸５５が通され
る第２開口４２ｈが形成されている。第２開口４２ｈは、図４（Ａ）～（Ｃ）に示すよう
に、左向きのＬ字部４２ｒと、そのＬ字部４２ｒの曲がり部Ｍ２に接続された右下円弧部
４２ｅとから形成されている。即ち、前記曲がり部Ｍ２がＬ字部４２ｒと右下円弧部４２
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ｅとの接続部Ｍ２となる。そして、ガラス枠２０が閉じられる際、錠本体５０の基準位置
にある解錠軸５５が上限位置にある第２可動錠板４２の第２開口４２ｈの接続部Ｍ２に通
されるように構成されている。したがって、施錠状態で第２開口４２ｈの接続部Ｍ２と第
１開口４１ｈの接続部Ｍ１とは重なるようになり、その接続部Ｍ２が第１開口４１ｈの接
続部Ｍ１と共に本発明の受け部に相当する。
【００１９】
施錠装置の錠本体５０は、図１（Ａ）に示すように、シリンダ錠５１と、ガイド部材５２
と、弾性部材５３とを備えており、そのシリンダ錠５１等が取付け部材５４によってガラ
ス枠２０の回動自由端側に取付けられる。
シリンダ錠５１は、本体部分５０ｍの先端中央から突出した回転軸５０ｊを備えており、
その回転軸５０ｊの先端にカム板５０ｂが固定されている。そして、そのカム板５０ｂに
解錠軸５５が回転軸５０ｊと軸心を寸法Ｒだけずらした状態で固定されている。このため
、シリンダ錠５１がキー（図示されていない）操作されると、回転軸５０ｊが回転し、解
錠軸５５が回転軸５０ｊの軸心回りに半径Ｒの円周に沿って移動するようになる。ここで
、解錠軸５５の回動半径Ｒは、前述の第１可動錠板４１の左下円弧部４１ｅ及び第２可動
錠板４２の右下円弧部４２ｅの半径に等しく設定されている。
【００２０】
シリンダ錠５１の本体部分５０ｍの先端にはフランジ部５０ｆが形成されており、そのフ
ランジ部５０ｆの上部と下部とが取付け部材５４にビス止めされる。
取付け部材５４は、図１（Ａ）に示すように、シリンダ錠５１のフランジ部５０ｆを上下
及び右側の三方から囲えるように上板５４ｕ、縦板５４ｔ及び下板５４ｄによって略コ字
形に形成されている。取付け部材５４の上板５４ｕの先端には曲げ板５４ｘが下方に折り
曲げ形成されており、下板５４ｄの先端には曲げ板５４ｙが上方に折り曲げ形成されてい
る。そして、上下の曲げ板５４ｘ，５４ｙに、図１（Ｂ）等に示すように、シリンダ錠５
１のフランジ部５０ｆがビス止めされている。
【００２１】
また、取付け部材５４の上板５４ｕの基端には曲げ基板５４ａが上方に折り曲げ形成され
ており、下板５４ｄの基端には曲げ基板５４ｂが下方に折り曲げ形成されている。そして
、上下の曲げ基板５４ａ，５４ｂがガラス枠２０の裏面に固定されている。
さらに、取付け部材５４の下側の曲げ板５４ｙには、その側面にシリンダ錠５１の軸心と
並行に位置決めフレーム５４ｐが固定されている。位置決めフレーム５４ｐの先端は先細
状に形成されており、その下側に傾斜面５４ｋが設けられている。
【００２２】
位置決めフレーム５４ｐは、ガラス枠２０が閉鎖される過程で、表枠１２側の被挿入部１
２ｈ（図１（Ｂ）参照）に挿入されることで、表枠１２の施錠機構本体３０に対するシリ
ンダ錠５１の位置決めを行う部材である。
即ち、位置決めフレーム５４ｐが本発明の嵌合部に相当し、表枠１２側の被挿入部１２ｈ
が本発明の被嵌合部に相当する。
【００２３】
取付け部材５４の縦板５４ｔには、一対のピン５７と一対の長孔５２ｈとによってガイド
部材５２がその縦板５４ｔに沿って上下スライド可能に取付けられている。
ガイド部材５２は、シリンダ錠５１の解錠軸５５を上限位置（基準位置）までガイドする
ための部材であり、スライド板５２ｓとガイド板５２ｐとから構成されている。スライド
板５２ｓは取付け部材５４の縦板５４ｔに対して摺動する部分であり、前述の長孔５２ｈ
を備えている。また、スライド板５２ｓの下部には、バネ受け５２ｖが切り起こし状に形
成されており、そのバネ受け５２ｖにそのスライド板５２ｓを引き上げる方向に付勢され
た弾性部材５３の一端が掛けられている。弾性部材５３の他端は、取付け部材５４の縦板
５４ｔの上部に形成されたバネ受け５４ｖに掛けられている。
【００２４】
ガイド部材５２のガイド板５２ｐはスライド板５２ｓに対して直角に折り曲げられており
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、その中央にはシリンダ錠５１の解錠軸５５が通される逆三角形状のガイド開口５９が形
成されている。ガイド開口５９は、Ｖ字形部分を構成する第１傾斜面５９ａと第２傾斜面
５９ｂとを備えており、第１傾斜面５９ａと第２傾斜面５９ｂとの交差部、即ち、Ｖ字部
分の谷底５９ｖがシリンダ錠５１の回転軸５０ｊの軸心と平面的に重なるように形成され
ている。
【００２５】
このため、弾性部材５３のバネ力でガイド部材５２が取付け部材５４の縦板５４ｔに沿っ
て上方にスライドすると、シリンダ錠５１の解錠軸５５は第１傾斜面５９ａあるいは第２
傾斜面５９ｂに押上げられながらＶ字部分の谷底５９ｖに向かって移動する。そして、解
錠軸５５が上限位置（基準位置）に到達した段階で、解錠軸５５はＶ字部分の谷底５９ｖ
に到達し、その解錠軸５５の外周面は第１傾斜面５９ａと第２傾斜面５９ｂとによって半
径方向外側から拘束される。したがって、シリンダ錠５１がキー操作されていないときは
、解錠軸５５は常にシリンダ錠５１の基準位置（上限位置）に保持されている。
【００２６】
次に、上記したパチンコ機１０の施錠装置の動作説明を行う。
パチンコ機１０の表枠１２及びガラス枠２０が閉じられて施錠が行われている状態では、
施錠機構本体３０の第１可動錠板４１及び第２可動錠板４２は第１バネ３６及び第２バネ
３７の力で上限位置に保持されている。このため、ガラス枠２０に取付けられた錠本体５
０の基準位置にある解錠軸５５は、図４（Ａ）に示すように、第１可動錠板４１の第１開
口４１ｈの接続部Ｍ１及び第２可動錠板４２の第２開口４２ｈの接続部Ｍ２に通されてい
る。
【００２７】
この状態からシリンダ錠５１をキー操作して、そのシリンダ錠５１の回転軸５０ｊを図４
（Ａ）において右回動させると、これに伴ってシリンダ錠５１の解錠軸５５は第２可動錠
板４２の第２開口４２ｈの右下円弧部４２ｅに沿って移動する。この移動過程で、シリン
ダ錠５１の解錠軸５５は第１可動錠板４１の第１開口４１ｈのＬ字部４１ｒと係合し、図
４（Ｂ）に示すように、その第１可動錠板４１を第１バネ３６の力に抗して下方に押し下
げる。これによって、施錠機構本体３０の第１係合爪３２が機台枠１１の第１爪受け具７
から外れ、表枠１２の解錠が行われる。
【００２８】
また、シリンダ錠５１の解錠軸５５が第２可動錠板４２の第２開口４２ｈの右下円弧部４
２ｅに沿って移動する過程で、その解錠軸５５はガイド部材５２の第１傾斜面５９ａに当
接し、谷底５９ｖから離れる方向に摺動しながらガイド部材５２を弾性部材５３の力に抗
して押し下げる（図１（Ｃ）、図４（Ｂ）参照）。このため、表枠１２の解錠後、シリン
ダ錠５１のキーから手を離すと、弾性部材５３の力でガイド部材５２が押上げられ、解錠
軸５５はガイド部材５２の第１傾斜面５９ａによって上方に押圧される。これによって、
解錠軸５５は、第２可動錠板４２の第２開口４２ｈの右下円弧部４２ｅに沿って元の位置
まで戻されるとともに、第１傾斜面５９ａを摺動しながら谷底５９ｖの位置（基準位置）
まで戻される（図４（Ａ）参照）。
【００２９】
シリンダ錠５１をキー操作して、そのシリンダ錠５１の回転軸５０ｊを図４（Ａ）におい
て左回動させると、これに伴ってシリンダ錠５１の解錠軸５５は第１可動錠板４１の第１
開口４１ｈの左下円弧部４１ｅに沿って移動する。この移動過程で、シリンダ錠５１の解
錠軸５５は第２可動錠板４２の第２開口４２ｈのＬ字部４２ｒと係合し、図４（Ｃ）に示
すように、その第２可動錠板４２を第２バネ３７の力に抗して下方に押し下げる。これに
よって、施錠機構本体３０の第２係合爪３４がガラス枠２０の第２爪受け具２８から外れ
、ガラス枠２０の解錠が行われる。
【００３０】
また、シリンダ錠５１の解錠軸５５が第１可動錠板４１の第１開口４１ｈの左下円弧部４
１ｅに沿って移動する過程で、その解錠軸５５はガイド部材５２の第２傾斜面５９ｂに当
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接し、谷底５９ｖから離れる方向に摺動しながらガイド部材５２を弾性部材５３の力に抗
して押し下げる（図１（Ｃ）、図４（Ｃ）参照）。このため、ガラス枠２０の解錠後、シ
リンダ錠５１のキーから手を離すと、弾性部材５３の力でガイド部材５２が押上げられ、
解錠軸５５はガイド部材５２の第２傾斜面５９ｂによって上方に押圧される。これによっ
て、解錠軸５５は、第１可動錠板４１の第１開口４１ｈの左下円弧部４１ｅに沿って元の
位置まで戻されるとともに、第２傾斜面５９ｂを摺動しながら谷底５９ｖの位置（基準位
置）まで戻される（図４（Ａ）参照）。
【００３１】
このように、本実施形態に係るパチンコ機１０の施錠装置によると、シリンダ錠５１の解
錠軸５５はガイド部材５２及び弾性部材５３の働きで基準位置に方向に戻る方向の力を常
に受けているため、シリンダ錠５１がキー操作されていないときは、解錠軸５５は常に基
準位置に位置している。このため、ガラス枠２０を閉じる際に、従来のようにキー操作に
より解錠軸を基準位置まで戻す必要がなくなる。即ち、ガラス枠２０を閉じるだけで、シ
リンダ錠５１の解錠軸５５が自動的に施錠機構本体３０の受け部（接続部Ｍ１，Ｍ２）と
嵌合するようになる。したがって、ガラス枠２０を閉じる際の操作性が向上する。
【００３２】
　また、シリンダ錠５１の解錠軸５５が基準位置にあるときは、その解錠軸が第１傾斜面
と第２傾斜面とによって半径方向から拘束されるため、解錠軸を安定した状態で基準位置
に保持しておくことができる。
　また、シリンダ錠５１は、取付け部材５４によってガラス枠２０に取付けられる構成で
あり、取付け部材５４には、ガラス枠２０が閉鎖される過程で、表枠１２側の被挿入部１
２ｈに挿入される位置決めフレーム５４ｐが設けられている。このため、ガラス枠２０が
閉鎖される過程でシリンダ錠５１の解錠軸５５が施錠機構本体３０の受け部（接続部Ｍ１
，Ｍ２）と嵌合し易くなる。
【００３３】
ここで、本実施形態では、シリンダ錠５１の解錠軸５５が上限位置にある状態をその解錠
軸５５の基準位置とする例を示したが、図６に示すように、シリンダ錠５１の解錠軸５５
が右限位置にある状態をその解錠軸５５の基準位置にすることも可能である。この場合、
ガイド部材５２及び弾性部材５３の取付け位置を90°ずらす必要がある。
このように、シリンダ錠５１の解錠軸５５が右限位置にある状態をその解錠軸５５の基準
位置にすることにより、図５（Ａ）に示すように、第１可動錠板４１を押上げて表枠１２
の解錠を行い、第２可動錠板を押下げてガラス枠２０の解錠を行う方式の施錠機構本体３
０にその錠本体５０（シリンダ錠５１）を使用することが可能になる。
【００３４】
また、本実施形態では、回転軸５０ｊのカム板５０ｂに一本の解錠軸５５を備えるシリン
ダ錠５１を例に説明を行ったが、図５（Ｂ）に示すように、回転軸５０ｊの軸線を挟んで
対向する位置に二本の解錠軸５５を設けることも可能である。この場合、ガイド部材５２
は片側の解錠軸５５のみ基準位置に戻せるように構成すれば良い。このように、二本の解
錠軸５５を設けることにより、第１可動錠板４１を押上げて表枠１２の解錠を行い、第２
可動錠板を押上げてガラス枠２０の解錠を行う方式の施錠機構本体３０にそのシリンダ錠
５１を使用することが可能になる。
【００３５】
また、本実施形態では、ガイド部材５２を弾性部材５３によって上限位置（図６では右限
界位置）まで移動させることで、シリンダ錠５１の解錠軸５５を基準位置まで戻す例を示
したが、図７に示すように、取付け部材５４の上下に弾性部材５３ｕ，５３ｄを設け、ガ
イド部材５２が取付け部材５４の中央位置にあるときにシリンダ錠５１の解錠軸５５が基
準位置に位置決めされるようにしても良い。
【００３６】
また、本実施形態では、取付け部材５４をシリンダ錠５１の取付け用及び施錠機構本体３
０に対するシリンダ錠５１の位置決め用に使用する例を示したが、図８、図９に示すよう
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ガラス枠用の爪受け具２８を形成することも可能である。
このように、取付け部材５４にフレーム２７を固定することにより、そのフレーム２７に
よってガラス枠２０の補強を行えるようになる。さらに、フレーム２７の上下両端にガラ
ス枠用の爪受け具２８が形成されているため、ガラス枠側の部品点数も少なくできる。
【００３７】
また、本実施形態では、パチンコ機１０に本発明を適用する例を示したが、パチンコ機以
外の遊技機、例えば、アレンジボール機、麻雀遊技機、テレビゲーム機等であってガラス
枠等に類似する扉を備えるものに本発明を適用することが可能である。
【００３８】
【発明の効果】
本発明によると、ガラス枠を閉じるだけで、錠本体の解錠軸が自動的に施錠機構本体の受
け部と嵌合するようになり、ガラス枠を閉じる際の操作性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態１に係るパチンコ機の施錠装置の錠本体を表す分解斜視図（Ａ
図）、錠本体の組立て斜視図（Ｂ図）及び解錠操作時の錠本体を表す斜視図（Ｃ図）であ
る。
【図２】施錠装置を備えるパチンコ機を前上方から見た分解斜視図である。
【図３】施錠装置の施錠機構本体を主体的に表す分解斜視図である。
【図４】施錠装置の錠本体の解錠軸と施錠機構本体の受け部との嵌合状態を表す模式図（
Ａ図、Ｂ図、Ｃ図）である。
【図５】施錠装置の錠本体の解錠軸と別の施錠機構本体の受け部との嵌合状態を表す模式
図（Ａ図、Ｂ図）である。
【図６】施錠装置の錠本体の変更例を表す分解斜視図（Ａ図）、錠本体の組立て斜視図（
Ｂ図）及び解錠操作時の錠本体を表す斜視図（Ｃ図）である。
【図７】施錠装置の錠本体の変更例を表す分解斜視図である。
【図８】施錠装置の錠本体の変更例を表す分解斜視図である。
【図９】施錠装置の錠本体の変更例を表す分解斜視図である。
【図１０】従来のシリンダ錠を表す斜視図（Ａ図）、及びシリンダ錠の解錠軸と施錠機構
本体の受け部との嵌合状態を表す模式図（Ｂ図）である。
【符号の説明】
Ｍ１、Ｍ２　接続部
７　　　　　第１爪受け具
１１　　　　機台枠
１２　　　　表枠
２０　　　　ガラス枠
２７　　　　フレーム
２８　　　　第２爪受け具
３０　　　　施錠機構本体
５０　　　　錠本体
５１　　　　シリンダ錠
５２　　　　ガイド部材
５３　　　　弾性部材
５４　　　　取付け部材
５５　　　　解錠軸
５９ａ　　　第１傾斜面
５９ｂ　　　第２傾斜面
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